
大建工業グループの目指す姿
大建工業グループは、グループの全従業員で共有し、進むべき方向性を合わせていくため、「私たちの使命【ミッション】」
「私たちが目指す企業像【ビジョン】」「私たちが大切だと考えること【バリュー】」の3つの要素から成る「グループ企業理念」
を定めています。本理念実現に向け、事業活動を展開することにより、持続的な企業価値の向上を目指しています。

グループ企業理念

私たちの使命 私たちが目指す企業像 私たちが大切だと考えること

グループ企業理念の実践体系

ミッション ビジョン バリュー

私たちは、技術と発想と情熱で、
笑顔があふれる未来に貢献します

私たちは、豊かな社会と
環境の調和を第一に考え、

期待を超える新たな価値を提供し、
あらゆる人に愛される企業で

あり続けます

みんなが笑顔になるために、私たちは
● 環境・社会・人の調和を大切にします
● 安全・安心・健康・快適にこだわります
● 勇気をもって新しいことに挑戦します
● 変化や機会を捉えて俊敏に行動します
● あらゆる人と誠実に接します

DAIKEN
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【ミッション】
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年度経営方針

長期ビジョン

中期経営計画
P.35-40

P.33-34

ビジョン

“笑顔あふれる未来”のために

1 ニーズや社会の変化を先取りし、安全・安心・健康・
快適で魅力あふれる製品・技術・サービスを提供
することで、お客様の満足と信頼の向上に努め
ます。

2 公正、透明、自由な競争と適正な取引を行います。

3 株主はもとより、広く社会とコミュニケーション
を取り、積極的かつ公正に情報開示し、企業活
動の透明性を高めます。

4 従業員の人権・多様性・意欲を尊重し、安全で働
きやすく、活気に満ちた職場をつくります。

5 企業活動を通じて環境課題に積極的に取り組
み、地球にやさしい、人にやさしい持続可能な社
会の実現に貢献します。

大建工業グループは、2050年に向け、資源循環の推進、気候変動の緩和、自然との共生を通じて、
持続可能な社会の実現をめざしていきます。

環境方針 長期目標

1 資源循環の推進 ー 廃棄物の削減、資源の再利用 ー

適切に管理された森林資源の積極的な活用により、森
林循環を促進するとともに、廃棄ではなく、マテリアル
リサイクル、サーマルリサイクル等による資源の再利用
を通じて、サーキュラーエコノミーの実現に貢献し、社
会全体での持続可能な資源循環をめざします。

1 廃棄物の再資源化率100％
●カスケード利用を前提に、マテリアルリサイクル、
サーマルリサイクルの推進

●廃棄物の最終埋立処分量ゼロ
●原材料の調達から製品の使用、廃棄までの一連の
流れの中での廃棄物の削減　等

2 気候変動の緩和 ー カーボンニュートラルの実現 ー

自社の温室効果ガス排出量削減はもちろんのこと、サプ
ライチェーン全体で削減し、森林・木材資源の活用によ
り、炭素貯蔵の拡大、吸収源の維持・循環に貢献し、社
会とともにカーボンニュートラルの実現をめざします。

2 温室効果ガス排出量ネットゼロ
●生産性向上、効率化による省エネの推進
●再生可能エネルギー利用の拡大
●炭素を貯蔵している木質素材、製品の拡大
●管理された森林の積極的な活用により、再造林の
推進に貢献

●植林によるCO2吸収源の維持・循環への貢献　等

3 自然との共生 ー 生物多様性の保全 ー

生物多様性に配慮し、環境の負荷低減、保全、修復へ
の貢献により、生態系が保たれた持続可能な自然環境
との共生をめざします。

3 自然環境への負荷低減
●ラワン材の使用ゼロ
●化学物質の適正管理・排出量削減
●水資源の有効利用促進
●化石燃料由来のプラスチック使用量削減　等

6 各国、各地域の文化や慣習を尊重し、社会貢献
活動に積極的に取り組みます。

7 各国、各地域の法律を遵守し、高い倫理観を持っ
て行動します。

8 常に「挑戦する心」、「探究する心」、「成し遂げる心」
をもって、取り組みます。

9 自らを磨き続け、周囲の意欲を高めて、共に成長
します。

10 経営トップは、企業理念および行動指針を自らが
実践するとともに、グループ内の第一線にまで広
く浸透させ、遵守されるよう努めます。
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グループ行動指針
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